
 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（木）に、令和８年度第１回キャリア教育推進委員会が行われ 

ました。 

筑波大学 藤田 晃之 教授、をはじめ、関係機関の代表、小学校長会、 

中学校長会の代表、庁内関係各課の長等、委員の皆様から、本市キャリア 

教育や、今後の取組についてご意見をいただきました。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「キャリア教育推進委員会」 

児童生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付

けていくことができるよう、キャリア教育の推進について協議する会。年に２回行われています。（R７は５月と２月） 

～さがそうみらいプロジェクト～ 
 

キャリア教育だより 
発行元：相模原市教育委員会キャリア教育推進チーム ／ 令和８年７月発行 No.２ 

キャリア教育推進委員会の協議内容より～一部抜粋～ 

中学校区では、自律する力、つながる力の育成を重視している。 公民館が地域の核となっていて、
自治会等が課題解決をしていくた
めの基盤となっている。学校との
連携も深めていきたい。 

次期学習指導要領では多様性の
包摂が強調され、学校や社会も
多様性を受け入れ、支援してい
く必要性を感じている。 

「知識」だけではなく「体験する」ことが大切であると捉えている。「障害
のある方との自然な会話」という体験により、障害への理解も深まる。 

納税を通じて「社会の形成者・担い手」になる意識
を育むために、「租税教室」を実施している。 

青年会議所 OBが個人として
「地域の先生」となり、小
中学校で ESDに関わる授業
を行うなどの連携も進めて
いる。 

外国にルーツがある子どもたちなどへの継続的な
キャリア支援も不可欠である。 

「高校に入ること」のみを目
的化せず、自分の特性を活か
した進路選択ができるよう、
将来を見据えた指導を強化し
たい。 

特別支援教育の中では、「自分
を見つめ直す場面」が多く、キ
ャリア教育においても重要。 

「市民としてどう生活す
るか」という視点で、消
費生活総合センターによ
る出前講座を実施してい
る。 

多様な子どもへの指導、支援 地域との連携 

将来を見据えたキャリア教育の展開 各課による取組 

市内企業を知ってもらうため職業体験事業を実施しており、早期の意識啓発に
手応えを感じている。 

教育支援センターを設置する
ことの価値を感じている。 

創業支援に携わる中で
も、学生の様子などか
ら、キャリア教育の取組
の効果が着実に現れてい
ると考えられる。 

授業改善とともに、子ども
たちに身に付けさせたい力
を中学校区で共有しながら
取組を進めている。 

働くことだけでなく、「ライフデザイ
ン」を考える機会も提供している。 

体験的学びを通して、不登校児
童生徒の基礎的・汎用的能力を
高めていきたい。 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学 藤田 晃之教授の総評より（一部抜粋） 
 

〇相模原市はキャリア教育を大切にしていることが非常によく分

かる。また、これだけの委員が集い、真剣に議論するということは

非常に重要なことだと考える。「自分に良いところがあると思う児

童生徒の割合」が目標値を大幅に超えている。先生方や地域の皆

様方がいかに子どもたちを支えているかが、そして子どもたちも

その思いを汲み取って頑張っているかが最もよく分かるグラフだ

と考える。また、「将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合」に

関しても、目標値には達していないものの、徐々に伸びているのは

相模原市の努力の結晶であると強く思う。 

〇中学校区で育てたい子ども像を立案するときに、なるべく具体的な行動目標とするという方

向性を持っておくと、質問紙調査の内容も子どもにとって分かりやすいものとなり、PDCAサイ

クルが回りやすくなるであろう。 

〇昨今の世の中の動きは非常に速いため、キャリアデザインを職業の名称で考えてしまうと、５年

後１０年後には存在しない職業も出てくるかもしれない。職業名でキャリアデザインを考えるのは

分かりやすいため、小学生の頃はそれでよいかもしれないが、中学生頃からは、誰のために役立

ちたいのか、自分の力をどのように使いたいのかを考え、受け手や依頼主などの笑顔を思い浮

かべながら努力を継続していくことが重要であると考える。 

〇相模原市のキャリア教育の成功は、中学校区のニーズに合わせた支援をしていることが大きい

と考える。先生方の努力が実を結んでいるということを意識しながら、今後も取り組んでいくこ

とが重要であると考える。特に今回重点課題とされている、障害者等のキャリア教育支援に関し

て取り組むことは、特別なことではなく、私たちにとって当然のことであるということを、子ども

の頃から理解することが重要であるため、重点としていることは改めて良いと考える。 

※キャリア教育推進委員会の会議録は、市ホームページに掲載予定です。（８月初旬公開予定） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026896/shikumi/1026898/1005653/1028963.html 

キャリア教育パンフレットをぜひご活用ください 
 

 相模原市内で行われているキャリア教育の取組をまとめた「相模原市キャリア教育 

パンフレット」を発行しました。ぜひご一読いただくとともに、保護者の皆様や地域の皆 

様への周知にもご活用ください。  

※相模原市キャリア教育パンフレットは、市ホームページにも掲載しています。 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021

/181/pamphlet.pdf 
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